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令和５年度第５回滋賀県総合教育会議の結果について 

日 時：令和６年１月 15日(月)10:00～11:45 

場 所：県庁東館７階大会議室 

出席者：三日月知事、大杉副知事、福永教育長、土井委員、野村委員、石井委員、塚本委員  

    （ゲスト）滋賀県立伊香高等学校 大森 文子 校長   

         滋賀県立伊香高等学校  中山 郁英 コーディネーター 

         滋賀県立彦根東高等学校  伊吹 直樹 校長 

         滋賀県立大学  小泉 尚嗣 副学長 

         滋賀県立湖南農業高等学校  清水 順二 校長 

         滋賀県立湖南農業高等学校  有村 和樹 教諭 

         滋賀県立湖南農業高等学校 花緑科 3年 長谷川 雄飛 さん 

         ワシダ農園  鷲田 新介 代表 

     

議 題：県立高等学校の魅力化に向けた、地域・企業・大学と連携した学びについて 

    ⇒普通科の特色化に向けた学科改編の検討をはじめとした魅力化の取組状況を踏

まえ、地域・企業・大学等と連携した県立高等学校の学びの充実や魅力化の方向

性について協議を行った。 

 

 

 

 

 

 

会議概要および主な意見 

 １.事務局説明の概要 

  令和５年３月に策定した「滋賀の県立高等学校魅力化プラン」に基づいた、各校

における魅力化の取組について説明。 
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 ２.地域連携重点に係るゲスト発表の要旨 

（ゲスト：伊香高等学校 大森校長、 中山コーディネーター） 

 ・文部科学省の普通科改革支援事業の一環として配置されるコーディネーターの役

割、取組内容について報告。 

＜今後に向けて＞ 

・教職員の異動も考慮し、持続可能な活動にする必要がある。 

・さらに良い活動にするため、地域の方をはじめ、様々な人が学校に携わる機会が

増えると良い。 

 〇主な意見 

 ①取組が継続して行われることの大切さを感じた。属人化しないようにする必要が

ある。（委員） 

②コーディネーターとして、様々な組織を繋ぐことに時間がかかり、苦労されてい

るとのことであるが、経済界や産業界などの各界においても、このような取組に

興味を持ち、積極的で前向きなアクションをしていただきたい。（委員） 

   

 

 ３．高大連携重点に係るゲスト発表の要旨 

（ゲスト：彦根東高等学校 伊吹校長、 滋賀県立大学 小泉副学長） 

 ・WWL（ワールド・ワイド・ラーニング）事業の一つである先取り履修の実施状況に

ついて報告。 

＜実施状況＞ 

・令和３～５年度は WWL拠点校と連携校の生徒が取組単位認定を受けている。 

・受講に際して、高校の授業や部活動などの教育活動との時間のやりくりをしてい

る。 

＜課題＞ 

・現在、先取り履修は滋賀県立大学のみで少数の受講者となっているため、他大学の

受講案内、効果的な ICT活用等、工夫する必要がある。 

 〇主な意見 

 ①高校の授業に加えて、大学生が対象の授業を受講するということで、ハードルが高

いと思うが、どのようなことを期待して実施するのか、また、どのような生徒を対

象にするのかという点が重要であると感じた。（委員） 

  

  

 ４．産業教育重点に係るゲスト発表の要旨 

（ゲスト：湖南農業高等学校 清水校長、 有村教諭、 長谷川さん、 

     ワシダ農園 鷲田代表） 

 ・デュアルシステム（派遣実習）の取組内容について報告。 

＜デュアルシステムを体験した生徒の感想＞ 

・８か月間の派遣実習を通して、達成感を感じるとともに、自分自身の課題も見つか
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った。この経験を将来に活かしていきたい。 

＜受け入れ企業としての所感＞ 

・学校においても実習の受け入れ先について苦労されているようだが、企業としても

学校と共に子どもたちを育てていきたいと思っているため、このような取組を更に

広く周知していただきたい。 

 〇主な意見 

 ①デュアルシステム（派遣実習）を通して、高校生が様々な学びや体験をしているこ

とが分かった。更に色々な分野の企業とタイアップしていけると良い。（委員） 

  

 

 ５．全体を通しての主な意見 

 ①連携先の企業等から、活動が表面的になってしまうことや、子どもの興味・関心に

合っているかなど、質について悩まれているというお声をいただく。学習指導要領

が「社会に開かれた教育課程」を標榜している割には、まだまだ社会に広がってい

ないということを、行政として重く受け止め、しっかり取り組んでいかないといけ

ない。（副知事） 

②生徒のニーズは様々であるため、属人的な繋がりや一部の企業等の協力だけでな

く、県の教育委員会はもちろん、市町教育委員会とも連携しながら、より広く協力

していただける体制づくりに取り組んでまいりたい。（知事） 

③高校生がチャレンジする機会と場所は大切である。今後、一つの事業を定着させて

いくためには、教職員も含め、一定期間その取組に携わる人が必要である。（教育

長） 

 

 

 

 

 

 

 

【添付資料】 

＜第５回総合教育会議当日資料＞ 

・資料 1-1 事務局説明資料  

・資料 1-2 （ゲスト発表資料）高校の地域連携とコーディネーターの役割  

・資料 1-3 （ゲスト発表資料）高大連携＜先取り履修＞の取組状況 WWL 事業に係る滋賀県立

大学での特別聴講  

・資料 1-4 （ゲスト発表資料）滋賀県立大学の高大連携事業  

・資料 1-5 （ゲスト発表資料）滋賀県立湖南農業高等学校 デュアルシステム（派遣実習）につ  

いて 

 



滋賀県教育委員会高校教育課
魅力ある高校づくり推進室

令和５年度
第５回総合教育会議 説明資料

令和６年（2024年）１月15日
第５回滋賀県総合教育会議
資 料 1 - 1



地域連携重点

☆ 地域や社会の将来を担う人材育成も視野に入れ、地域の課題解決に向けた学習をする高校

☆ フィールドワークを通し、地域の魅力や課題を学習する学校設定科目のある高校

☆ 工業や商業、農業、家庭等の専門学科の視点で地域活性を考える高校

☆ スポーツや観光等のレジャーの視点で地域活性を考える高校

高大連携重点

☆ 大学や研究機関、海外の高校等と連携・協働して興味ある学問分野の

研究ができる高校

☆ 文部科学省の事業や県事業の指定を受けて他校にない特色ある学びが

できる高校

☆ 理科や数学の高度な学びができる高校

☆ 文系・理系にとらわれず幅広く学べる高校（STEAM教育の取組）

☆ データサイエンスや環境エネルギーの基礎が学べる高校

☆ 琵琶湖を中心とした自然環境や生態系について学べる高校

☆ 教育に関する探究学習に取り組める高校

多様な学び重点

☆ スポーツや芸術等、生徒の興味・関心や進路希望に応じた多くの選択科目がある高校

☆ 外部人材を活用し、幅広い視点を育てる高校

☆ 地元企業でのインターンシップを取り入れた高校

☆ 時間割の工夫などにより基本の定着に重点を置いた授業をする高校

☆ 個々の生徒に応じた少人数の習熟度別授業を取り入れた高校

☆ 総合単位制普通科高校や通信制高校

☆ ＩＣＴを活用したオンライン授業、他校と連携した遠隔授業

☆ ソーシャルスキル・コミュニケーションスキル習得に係る支援を行う高校

☆ 生徒と保護者の生活状況などに配慮しながら日本語支援に取り組む高校

産業教育重点

☆ 職業上の専門性の基礎を学べる高校

☆ 企業と連携しビジネスモデルを開発する学

びができる高校（起業家教育）

☆ 企業が持つ産業技術や大学等の知識・設備

等を生かした学びができる高校

生活・スポーツ・芸術系重点

☆ 体育や音楽等の学科やコースを設置して専門的に学ぶ高校

☆ 魅力ある部活動のある高校

☆ 保育や福祉の学びができる高校

滋賀の県立高等学校魅力化プラン概要

◆他校との連携による活力の創出

全ての県立高等学校の特色ある学び・魅力の発信

・各校の実情に応じた少人数学級の工夫や、学び直し、日本語学習などのニーズ
に応える教育活動の展開、学校独自の特徴的な学びの提供など、生徒の様々な
学習ニーズに対応した多様な学びに重点的に取り組む。

・地域や社会の将来を担う人材の育成を視野に入れ、地域を教育資源とした体験的
な学びや、地域社会が有する課題や魅力に着目した実践的な学びに重点的に取り
組む。

・職業観や勤労観の育成、産業技術の
習得、経済的自立の促進を目的に、
農業、工業、商業等に関する実践的、
体験的な学習活動を展開する産業教
育の推進に重点的に取り組む。

・家庭や保育、福祉などに関する体験的な学習活動
により、家庭生活の充実向上を図る能力を育成し、
また、レベルの高いスポーツ・芸術活動により、
生徒の能力を最大限に引き出す教育の展開を行う
など、県内の拠点となる生活・スポーツ・芸術活
動に重点的に取り組む。

・生徒の能力・意欲に応じた教育の実現を目指して、高校生が県
内外の大学、企業、研究機関等の教育研究に触れることができ
る取組を展開するなど、高大連携に重点的に取り組む。

オンリーワンの魅力ある高校

「夢・想い」をかなえる場所は

ここにある

※「☆」は各重点における魅力化の方向性の参考例

魅力化の方向性の観点
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魅力化プランに基づいた魅力と特色ある取組

地域連携重点

■日野高校【アントレプレナーシップ教育の取組】

☆キャリア教育の１つとして、アントレプレナーシップ教育に取り組み、
駅舎の一角で「日野高カフェ」を営業している。地元企業と連携して商
品開発をするなど、販売活動を
通して新しい価値の創造に挑戦
している。

■安曇川高校【「防災カフェ」の取組】

☆３年生のロボティクス系列の課題研究で制作したロケットストー
ブを地域住民の方と一緒に仕上げ（組み立て）を行い、その完成
したロケットストーブを使って、防災食の炊き出し体験を行った。
その後、他系列の生徒も交えて非常食を試食し、防災に関するゲ
ームを行った。生徒と地域住民との交流と、生徒自身のコミュニ
ケーション能力の向上に繋がる取組となった。

■伊香高校【地域連携コーディネーターによる魅力化の取組】

☆令和４年度より地域連携コーディネーターを配置し、地域を教育
資源とした学びの研究を進めている。

■水口高校【近隣小学校での授業サポートの取組】

☆体育コースの３年生は年間10回、国際文化コースの３年生は年間３回、
近隣の甲賀市立綾野小学校を訪問し、授業の補助や支援を行っている。
生徒たちは、小学生の学びの支援をする
ことで、他者への援助が自らの学びにつ
ながっていることを実感している。

ロケットストーブを使って防災食
の炊き出し体験をしている様子

地域の方々と交流している様子
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魅力化プランに基づいた魅力と特色ある取組

高大連携重点

■虎姫高校【サマーセミナーの取組】

☆２年生全員が夏休みに県内外の大学等を訪れ、学問の最先端に
触れるとともに、探究的な活動をすることで、学問への興味関
心や知見が広がり、自らの進路に対する意識も向上した。

■彦根東高校
【次代を担う変革型グローバル・リーダー育成プログラム】

☆ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業
のカリキュラム開発拠点校の指定を受け、令和５年３月に彦根東サイエ
ンス国際フォーラムを開催した。持続可能な社会づくりをテーマに、イ
ンド、インドネシア、オーストラリアの連携校の代表生徒と、グローバ
ルな視点で意見を出し合い学びを深める機会となった。

県立大学（化学）
プラスチック製品の特徴と性質～リサイクルを阻むものは何か？

金沢大学
その決め方、ホントにいいの？～多数決について考える
岐阜県立関高校とのジョイントワークショップを開講

■玉川高校【立命館大学理工学部との連携】

☆「高大連携」に関する協定を締結し、高大連携協定校プログラム（大学
による講座、ガイダンス等）を受けている。
このプログラムを受講完了した生徒は、高大連携特別推薦入学試験を受
験し、理工学部への進学を実現している。この制度によって進学した生
徒は、大学入学後も意欲的に学習に励んでいる。
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魅力化プランに基づいた魅力と特色ある取組

産業教育重点

■甲南・信楽高校【地域と連携した産業教育】

☆地産地消で地域を元気にしたいという思いから、地域の人々と連携
して田んぼアートに挑戦した。令和４年度は、地元のＳＡ・ＰＡや
道の駅で、甲南高校で飼育した若鶏・地域の土山茶・信楽高校の陶
器皿を用いた「お茶カツ」や、甲南高校が商品化した土山のほうじ
茶を使ったクッキーとパウンドケーキ
を販売した。

■彦根工業高校【産官学が連携した技術「人財」育成システム】

☆マイスター・ハイスクール事業の取組の一つとして、企業と連携し
た現地実習（デュアルシステム実習）で年間約20回にわたり製造・
工程管理の研修など多岐に
渡る実習を実施している。

■瀬田工業高校【国スポ・障スポへの協力】

☆大津市政策調整部から依頼を受け、各
科１つずつ合計３つのカウントダウン
ボードの製作を行っている。
レーザー加工機や３Ｄプリンターなど
工業科ならではの機器を使用し製作し
た。
次年度、駅等の人通りの多いところに
設置する予定。

■大津商業高校【事業所と共同した商品開発】

☆大津商業高校では、地元事業所と連携し、製菓、木工、織・刺繍の中か
ら商品化を目指す取組を実施した。生徒たちは、オリジナルクッキーや
巾着、積み木を共同で開発し、イベント販売を行った。
商品開発を通して、事業計画
書の作成、コミュニケーショ
ン能力、プレゼン能力などを
学んだ。

機械科の生徒が製作した
カウントダウンボード
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魅力化プランに基づいた魅力と特色ある取組

■伊香・伊吹高校【ICTを活用した遠隔授業】

☆両校の生徒が混合で課題研究班を作り、オンラインで地域課題
について議論し、解決策を発表した。生徒たちは、他校の生徒
たちとの交流に少し緊張しな
がらも堂々とプレゼンし「場
所が離れていても共に活動が
できた」「うまくコミュニケ
ーションがとれた」などの感
想を寄せていた。

■信楽高校・大津清陵高校
【外国にルーツのある生徒や日本語指導を必要とする生徒に対する取組】

☆信楽高校と大津清陵高校（定）では、「日本語」の学校設定科目を設置して
いる。また、大津清陵高校（定）では、京都外国語大学学生やＪＩＣＡ海外
協力隊ＯＢＯＧ等を講師として、日本語の到達度別にマンツーマンに近い形
で日本語指導を実施している。

多様な学び重点

生活・スポーツ・芸術系重点

■石山高校【びわ湖ホールでの音楽イベント】

☆小中学生等に音楽の楽しさや魅力を直接伝え体験してもらうことで、音楽
の価値創造や将来のキャリアを考える
機会の創出を図っている。

日時：Ｒ５.１０／１９（木）
場所：滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール
内容：・音楽科の合唱・合奏

・晴嵐小学校６年生と合同演奏
・吹奏楽部合奏
・びわ湖ホール声楽アンサンブルによる合唱
・石山高校生や卒業生によるヴァイオリン独奏

■草津東高校【専門的なスポーツ教育】

☆立命館大学スポーツ健康科学部と連携して、体育科の体力測
定、コーチ学講義、栄養学講義等を受けている。大学との連
携によって、大学の研究内容や学部の情報を知ることができ、
体育科生徒の体育に対する探究
意識が高まっている。
生徒自身の変化・伸び等をフィ
ードバックでき、事後の学
習や部活動に生かせている。

■愛知高校【通級指導】

☆クラスの仲間とのコミュニケーションなど、対人関係に困難を
示す人を対象に、週に１時間、放課後の７限目に実施している。

■八幡高校【県内唯一の看護の学び】

☆看護・医療・福祉の意義について学び、生
き方や健康、命の尊厳等について考えるこ
とができる人材の育成を目指す。
看護師をはじめとする各専門職の方による
講義、バイタルサインの測定等の基礎看護
実習、病院や介護施設等の見学、聖泉大学
や藍野大学等との連携による実習等に取り
組んでいる。 大学での看護実習の様子

5



地域・企業・大学等と連携した学びについて

現状と課題

期待される教育的効果

【生徒の視点】
〇学校内だけでは難しい専門的な学びによる視野や知見の広がり
〇進路を考えるきっかけと学習意欲の向上
〇地域社会への貢献を見据えたキャリア選択
〇地域社会への当事者意識や起業家マインドの醸成 など

【地域の視点】
〇高校教育への興味関心の醸成
〇地域の未来を見据えた人づくりへの意識醸成 など

〇これまでの取組を継続・充実
〇新たな取組の開発

〇新しい視点による学びの創出は難しい。
〇教職員の多忙化もあり、取組の精査・
集約も必要なところがある。

〇連携先や教育活動等の一層の充実
〇それぞれのキャリアや強みを生か
した特色ある教育活動の促進

〇教職員の負担軽減 など

・高校と関係機関とをつなぐコーディネート機能を担う人材
・多彩なキャリアを持つ教職員
・コンソーシアム（高等学校と関係機関等との連携協力体制）の整備

6



⾼校の地域連携と
コーディネーターの役割

2023年10⽉3⽇中⼭ 郁英
伊⾹⾼校／合同会社kei-fu（ケイフー）
2024年1⽉15⽇

Administrator
テキストボックス
令和６年（2024年）１月15日
第５回滋賀県総合教育会議
資料１－２



★ 滋賀県⻑浜市⽣まれ。

★ ⼤学卒業後、トヨタ⾃動⾞、コンサルティング会社、東
京⼤学 i.schoolスタッフ等を経て、2017年より活動拠点を
⻑浜市に移す。合同会社kei-fu（ケイフー）プロジェクト
マネージャーとして主に⾏政や歴史ある組織と協働。
並⾏し「⾏政とデザイン」をテーマに研究。

★ 京都⼯芸繊維⼤学⼤学院デザイン学専攻博⼠後期課程修
了、博⼠（学術）。
総務省地域⼒創造アドバイザー。社会教育⼠（講習：島
根⼤学）。滋賀⼤学経済学部⾮常勤講師。

伊⾹⾼校コーディネーターの中⼭です！

2



3

滋賀県最北の
⾼等学校

出典：滋賀県教育委員会「滋賀の県⽴⾼等学校魅⼒化プラン」資料
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5



6



★令和４年度より設置可能となった「新しい普通科」を設置する
予定の⾼等学校等に対し、関係機関等との連携協⼒体制の整備
や、コーディネーターの配置などの⽀援を⾏う、⽂部科学省の
事業。

★伊⾹⾼校は令和５年度より本事業に採択され、取組みをスター
ト。全国で29校が採択。滋賀県内では他に守⼭北⾼校が採択
されている。

7

普通科改⾰⽀援事業とは



8



9出典：⽂部科学省「新時代に対応した⾼等学校改⾰推進事業」資料



10出典：⽂部科学省「新時代に対応した⾼等学校改⾰推進事業」資料



11出典：⽂部科学省「新時代に対応した⾼等学校改⾰推進事業」資料



★マネージャー的な仕事
• 新学科カリキュラムと運営体制（主に地域側）の検討・推進
• 地域連携コンソーシアム⽴ち上げに向けた、運営体制検討や市・地域
関係団体との協議
• 教員向け研修の企画実施
・・・など

★プレイヤー的な仕事
• 総合的な探究の時間などにおける地域と連携した授業の⽀援・調整
• 地域の経営者などをお招きしたキャリア教育の⽀援・調整
• ｢伊⾹⾼通信」など広報資料の作成
・・・など

12

伊⾹⾼校コーディネーターとしての仕事



13



14

３年⽣総合的な探究の時間「もっと森と親しくなるには？」



15

しがアントレプレナーシップハイスクール (SESH) 事業

■地域ならではのお⼟産企画開発 ■地域の企業家の⽅々との対話会



★⽣徒・学校・地域のそれぞれが、良かったと思えるような
活動や関係性を考える。（魅⼒化の三⽅良し）

★無茶はしない、でも挑戦はする。

★なるべく⾃分⼀⼈でやらない。

16

⼤事にしていること



17出典：⽂部科学省「新学習指導要領リーフレット」
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コーディネーターの仕事

19

⾃分で
できる

⽀援があれば
できる

まだできない
スキャフォールディング

（⾜場掛け）

発達の最近接領域



コーディネーターの仕事

20

⾃校で
できる

⽀援があれば
できる

まだできない
コーディネーター
（⾜場掛け）

魅⼒化の最近接領域
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高大連携＜先取り履修＞の取組状況
WWL事業に係る滋賀県立大学での特別聴講

R6.1.15
滋賀県総合教育会議
報告 彦根東高等学校

彦根東高 1

令和６年（2024年）１月15日
第５回滋賀県総合教育会議
資 料 １ － ３



Contents

先取り履修

２ 実施要項

３ 受講生徒

４ ま と め

１ は じ ま り

彦根東高 2



国WWL（ワールド・ワイド・ラーニング）事業
管理機関:滋賀県教育委員会 拠点校:彦根東高

❶先取り履修

◎彦根東ｻｲｴﾝｽ国際ﾌｫｰﾗﾑ
世界の高校生と国際会議

❷教科融合授業

◇WWL事業：将来世界で活躍できるイノベーティブなグローバル人材を育成
高校と国内外の大学・企業・国際機関等が協働し、テーマを通じた高校生の
国際会議の開催等の高度な学びを提供する仕組みの形成

１ は じ ま り

◎生徒同士思いやり
楽しく切磋琢磨

❸GSコース・GS部設置

❹海外研修・交流 等々
常に、新しい
学びに挑戦

彦根東高 3



③対象生徒
WWL拠点校 連携校６校
彦根東 膳所・虎姫・ 守山・水口東・高島

⑦合格→受講大学での
単位として認定

⑥評価：試験・レポート
→ 合格or不合格

④オンデマンド配信（PC視聴）
＋スクーリング（大学での授業）

①授業期間
前期４～９月
後期９～３月

②１講座
５～10名
２、３年生

２ 実施要項滋賀県立大学での先取り履修

⑤２単位・９０時間
相当の学修が必要

彦根東高 4



年度 時期 開講科目（学部） 受講→合格

R5 後期 コンピュータとインターネット（工） ６人受講中
水口東・彦根東

R4 後期 電子社会と人間（工） ５人→５人
高島・彦根東

R4 前期 自然科学入門（工） ５人→０人
彦根東

R3 後期
地域コミュニケーション論
（人間文化）

６人→６人
水口東・高島・守山・彦根東

R3 前期
SDGsと滋賀のグローカル・
コミュニケーション（人間文化）

12人→11人
虎姫・彦根東

（開講されなかった講座は除いています） 彦根東高 5

滋賀県立大学での開講講座



3 受講生徒

受講者の志望学部等

単位認定者のうち、現彦根東高
３年生10人への聞き取り

電子社会と人間
２人（２年次受講）

・工学部情報
・工学部応用理工

SDGsと滋賀のグロー
カル・コミュニケーション

８人（１年次受講）

・工学部化学生命工
・工学部デザイン
・薬学部
・農学部応用生物科学
・農学部栄養科学
・情報学部
・社会情報学部
・総合文系選抜

彦根東高 6



◆R4後期：電子社会と人間
・電子社会の問題点を考えることができた。映像ではあるが大学
の講義の雰囲気がわかった。
・大学の研究室や大型機械を見せていただき楽しく学べた。

受講の感想 １ 単位認定者10人

◆R3前期：SDGsと滋賀のグローカル・コミュニケーション
・コロナ禍で対面の講義はなかったが、Society5.0など、これから
の社会を見据えた学びができた。
・SDGsについてかなりの知識を得ることができた。地域で身近に
様々な取組が行われていることもわかった。
・大学の先生の講義だけでなく、外部の方の環境活動の話を聞
いて、環境問題について幅広い考え方ができるようになった。
・大学の講義を入学前に実際に経験できたことはよかった。
・教授とのメールのやりとりやレポート提出など、高校とは異なる
形態の授業で新鮮さがあった。

彦根東高 7



◇オンデマンド型の授業（動画視聴）に慣れるの
に時間がかかった。（多数）

◇コロナ禍で仕方がないとは思うが、長時間の話
を一方的に聞くオンデマンド型は疲労が大きい。

▲毎回のレポート課題を書くため、部活動などの
前後の予定を鑑みて余裕をもって取り組む必
要があった。

▲夏休みには高校の課題とレポートとの両立に
苦労した。

▲動画視聴や課題に取り組むことが大変な時期
もあった。

受講の感想 ２ 10人の所属部活動

＜運動部＞ ＜文化部＞

弓道３ 新聞２

ソフトテニス２ 囲碁２

SS・茶道１

学校行事など

＜前期＞ ＜後期＞

定期考査 定期考査

春季大会 秋季大会

学園祭
彦根東高 8



3 受講生徒

◎高校の情報の授業で少し学んだインターネットの
歴史やリスクを深く学び知る機会になった。

◎AIを使った画像生成、Googleピクセルの消しゴ
ムマジックなどの技術とその仕組みが面白い。

◎消しゴムマジックの仕組みは難しいが、一部だけ
でも理解したい。

現在受講中の６人（２年生）に聞き取り

滋賀県立大学 奥村教授
『コンピュータとインターネット』
◇大学の講義をWeb視聴
＋ レポート提出課題 15回

◇大学でのスクーリング ３回

12月２日（土） ２回目の講義

◇週末に講義の動画を見ている。部活動のために
時間が足りず、レポート提出が遅れることもあった。
それ以外は順調にできている。

◇日曜日の午後に課題に取り組んでいる。高校の

テスト期間は時間を確保できなかった。

講義の感想

課題の取組

彦根東高 9



高校授業 月～金

楽しい行事 熱中部活動おもいっきり

高校での授業・行事・部活動
等の教育活動に加えて、大学
での特別聴講＜先取り履修＞
を行うために、各生徒は週末な
どの時間を有効活用している。

プライベート 休息

高大連携＜先取り履修＞高校生の時間のやりくり

✓

彦根東高 10



４ ま と め

彦根東高 11



高校生の大学教育の先取り履修は、ICTを活用したオンデマンド配信
とスクーリングによる参集の併用スケジュールで実施し、令和３～５年
度はWWL拠点校と連携校の生徒が取り組み単位認定を受けている。

滋賀県立大学と連携した特別聴講＜先取り履修＞

受講生徒は、必ずしも志望学部の内容でなくても、自分が興味のある
分野を深く学びたいとの動機で主体的に参加している。受講に際して、
高校の授業や部活動などの教育活動との時間のやりくりをしている。

現状の先取り履修は、滋賀県立大学のみで少数の受講者となっており、
高校としては、令和３～５年度の受講状況等を踏まえて、他大学で
の受講案内、効果的なICT活用等々、今後も工夫する必要がある。

ご清聴ありがとうございました。 彦根東高 12



滋賀県立大学の高大連携事業 

本学の高大連携事業には以下の【ア】～【エ】の種類があり、【ウ】【エ】については、保護者対象にも

実施しています。【ア】の大学連続講座は県教委・高校教育課主催ですが、それ以外の事業はすべて、個

別の高等学校・中学校等から申込みいただいて実施しています。 

 

 学内で実施 学外で実施 

教員が

対応 

【ア】 

・大学連続講座（県教委主催） 

・模擬講義 

 

【イ】 

・出前講座（出張講義） 

・学部学科の説明 

職員が

対応 

【ウ】 

・大学の概要説明 

・キャンパス見学 

・カフェテリア利用（学食体験） 

【エ】 

・進学説明会（進学ガイダンス） 

・高校訪問（県立 45校・私立 13校） 

 

【ア】 

県教委主催の「大学連続講座」では、県立高等学校の生徒に加え、県内大学では唯一、私立高等学校の

生徒も受け入れています。毎年、定員を大幅に上回る希望者があり、昨年度に引き続き今年度も、可能な

範囲で受入れ人数を増やす対応をとりました。 

  

【ア・イ・ウ】 

個別の高等学校・中学校からの申込により、模擬講義・出前講座・学部学科説明・大学の概要説明・キ

ャンパス見学・学食体験等を行っています。生徒対象には７月から９月が多く、保護者の方にはＰＴＡ研

修旅行という形で１０月に多くお越しいただいています。 

１１月～４月は推薦選抜・大学入学共通テスト・前期試験・後期試験等、繁忙期のため、本学会場での

実施は受け入れておりません。 

 

【エ】 

各高等学校等からの依頼や業者を介しての依頼に応じて、積極的に各学校やその他会場へ出向き、キャ

ンパスの環境・学部学科の概要・学校推薦端選抜や一般選抜の入試情報・在学生の出身地域や男女比・人

間探求学などの全学共通科目・短期長期の留学制度・実験実習フィールドワーク・地域での学びなどにつ

いて説明しています。 

 

※１ 学校推薦型選抜Ａ（定員６００名中１２６名の枠） 

 １１月に実施している学校推薦型選抜（Ａ～Ｄ）のうち、Ａと B は「滋賀県枠」と呼ばれているもの

で、本人または保護者が滋賀県内に居住している者に限って受験できる推薦入試制度。 

※２ 滋賀県立大学と彦根東高等学校の連携に関する協定（平成２１年３月１７日） 

 理系の教育・研究の様々な分野において、人的交流や知的資源等の相互活用の連携協力を図り、相互の

教育の更なる充実に資することを目的として、協定を締結。  

Administrator
テキストボックス
令和６年（2024年）１月15日
第５回滋賀県総合教育会議
資料１－４



滋賀県立
湖南農業高等学校

デュアルシステム
（派遣実習）について

令和６年（2024年）１月15日
第５回滋賀県総合教育会議
資 料 １ － ５



本校と産業界が連携して人材を

育成する教育システムを構築し、

共同で生徒の社会人としての資

質・能力をいっそう伸長するととも

に、産業界で活躍できる人材を育

成する。

派遣実習の目的



派遣実習のとりくみ

平成２０年度（2008年度）ｽﾀｰﾄ
今年度で１６年目
委 託 先 １３２社
派遣生徒 １５３名



単位数 6単位（学校設定科目）

実施日 ４～11月、毎週金曜日

１６～２０日間
（夏期休業期間を除く）

成果発表会 1月中旬に実施

派遣実習のとりくみ



派遣実習生

花緑科 ３年

長谷川 雄飛



デュアルシステムについて

長谷川雄飛 ＆ ワシダ農園

nature（ナチュレ）



ワシダ農園

花キューピット nature（ナチュレ）

代表 鷲田新介

一級フラワー装飾技能士 職業訓練指導員

滋賀県家庭教育協力企業

滋賀県道徳教育推進協議会委員

野洲市社会教育委員 野洲市生涯楽習カレッジ委員

湖南農業高等学校 学校運営協議会委員

野洲小学校 学校運営協議会委員



デュアルシステムの目的

⑴ この実習を通して､

今までの自分を振り返る

⑵ 体験したことや

考えたことを共有する

⑶ 卒業後の自分像を見据える

⑷ 学科の専門性を深める



デュアルシステムの心構え

⑴意欲的に実習に取り組む
分からないことは質問をする
メモをとる

⑵社会人の一員としての自分づくり



ワシダ農園
nature（ナチュレ）



店内 キーパー



















京都府立植物園 フラワーデザインコンテスト出品



高校生の部 東京リボン株式会社賞



ご清聴
ありがとうございました。


